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NY マーケットレポート（2013 年 12 月 10 日) 
昨晩の NY 外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表が無く、新規材料に乏しい中、

欧州市場の流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は小動きの展開で始まりました。欧米の

株価下落を背景に、序盤は軟調な展開が続きました。一方、EU 財務相会合で単一の銀行

破綻処理メカニズムが討議されたことや、米財政協議が合意できないとの見方も加わり、

ドル売り・ユーロ買いが優勢となり、ユーロ/ドルは一時 10 月 29 日以来の高値を付け

る動きとなりました。また、ユーロは対円でも一時堅調な動きとなりました。しかし、

その後は米株価下落を背景に、投資家のリスク回避の動きが強まり、終盤はやや軟調な

動きが続きました。 
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(出所：ブルームバーグ) 
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NY 市場レポート 
欧州市場 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

11 月米 NFIB 中小企業楽観指数 92.5（予想 92.6・前回 91.6） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

22：00 
ドル/円 102.94  ユーロ/円 141.53  ユーロ/ドル 1.3753 
 

22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6554.49 -4.99 
ダ ウ INDEX 
FUTURE 

16020 -6 

仏 CAC40 4127.64 -6.46 
S&P500 
FUTURE 

1808.50 -0.50 

独 DAX 9199.08 +3.91 
NASDAQ 
FUTURE 

3518.25 -0.25 

(出所：SBILM) 
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≪ NY 外国為替市場 序盤 ≫ 

序盤の外国為替市場は、米国に主要な経済指標がなく、新たな手掛かり材料が乏しい中、

このところの円安ドル高が進んだ反動で利益確定のドル売り・円買いが優勢となった。 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 15999.78 -25.75 

ナスダック 4059.71 -9.04 
(出所：SBILM) 

 

23：45 

ボルカー・ルール最終案～米規制当局  

・「自己勘定取引抑制のため大手銀ＣＥＯに順守を保証するよう義務づけ」 

・「ボルカー・ルールの順守期限を 2014 年 7 月から 2015 年 7 月に延長」 

・「銀行が保有する個々もしくは全体のポジションの特定かつ識別可能なスクを軽減す

るヘッジ行為を認める」 

・「マーケットメーキング、トレーディング部の持ち分が目先妥当な顧客需要水準を超

えないかぎり認める」 

・「米国債および一段と限定された状況での外債の自己勘定取引を認める」 

・「カバードヘッジファンド・PE ファンドへの所有・支援を禁止」 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・10 月米卸売在庫（前月比） 1.4％（予想 0.3%・前回 0.5%）前回発表の 0.4％か

ら 0.5％に修正 

・10 月米卸売売上高（前月比） 1.0％（予想 0.3%・前回 0.8%）前回発表の 0.6％

から 0.8％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪米卸売在庫≫ 

         10 月・・9 月・・ 8 月・・7 月・・ 6 月・・5 月 

在庫合計・・・・・ 1.4・・ 0.5・・ 0.8・・ 0.2・・-0.2・・-0.6 

耐久財・・・・・・ 0.4・・ 0.0・・ 0.8・・ 0.6・・ 0.1・・-0.3 

・自動車・・・・・ 2.7・・-3.2・・ 2.5・・ 0.8・・-1.5・・-0.4 

・機械・・・・・・ 0.6・・ 1.1・・ 0.7・・ 1.2・・ 0.6・・-0.5 

 

売上合計・・・・・ 1.0・・ 0.8・・ 0.4・・ 0.0・・ 0.4・・ 1.5 

耐久財・・・・・・ 0.0・・ 2.1・・ 1.0・・-0.6・・ 0.8・・ 0.2 

・自動車・・・・・-4.5・・ 8.7・・-1.1・・-3.5・・ 0.2・・ 2.6 

・機械・・・・・・ 3.8・・ 1.0・・ 2.7・・-0.4・・ 0.0・・ 0.2 

非耐久財・・・・・ 1.8・・-0.3・・-0.1・・ 0.6・・ 0.0・・ 2.7 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

11 月英 NIESR GDP 予想 0.8％（前回 0.7%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

10 月米 JOLT 労働調査[求人件数]  392.5 万件（予想 389.5 万件・前回 391.3 万件） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

1：15 

FRB は、ボルカ―・ルール最終案を採択した。 

米 FRB のタルーロ理事は、銀行の自己勘定取引を禁止する「ボルカー・ルール」につい

て、監督機関による実施に伴って一段と発展するとの認識を示した。また、バーナンキ

FRB 議長は、「ルールの最終的な効果は重要にも監督機関に掛かっている。監督機関は

ルーがどのように実践されているかについて理事会に意見を寄せながら、適切なバラン

スを見いだす必要がある」と指摘した。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

①10 月の米卸売在庫高は、前月比+1.4％の 5140 億 7500 万ドル、前年同月比は+3.3％と

なった。耐久財が+0.4％、自動車が 2.7％、家具が 1.3％、電機・電子製品は-0.8％。

非耐久財は+3.0％、農産物が 17.0％の大幅な増加、紙製品が 3.2％、医薬品が 3.6％、

衣料品は-0.2％。 

②10 月の卸売売上高は、前月比+1.0％の 4352 億 8700 万ドル、前年同月比で+6.4％とな

った。耐久財が横ばい、材木が+2.0％、金属が 2.8％、自動車は-4.5％となった。一方、

非耐久財は+1.8％、雑貨が 2.1％、石油製品が+3.6％、衣料品は-1.5％となった。売上

高に対する在庫の比率は前月から横ばいの 1.18 だった。   
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6523.31 -36.17 

仏 CAC40 4091.14 -42.96 

独 DAX 9114.44 -80.73 

ストック欧州 600 指数 314.91 -2.24 

ユーロファースト 300 指数 1265.36 -7.07 

スペイン IBEX35 指数 9438.30 -49.10 

イタリア FTSE MIB 指数 18236.72 -48.80 

南ア アフリカ全株指数 44640.98 -91.44 
(出所：SBILM) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、米国が量的金融緩和を早期に縮小するとの警戒感を背景に主要株価は

反落となった。独 DAX は、当面の利益を確定する動きもみられ、下げ幅を拡大した。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 15980.26（-45.27）、S&P500 1804.51（-3.86） ナスダック 4061.18（-7.57） 
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≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

午前の債券市場は、米量的緩和の早期縮小観測を背景とした最近の相場下落で長期債利

回りが約 3 ヵ月ぶりの高水準付近で推移していることから、値頃感が広がって長期債を

中心に米国債を買う動きが先行した。ただ、買い一巡後は 3 年債から始まる今週の一連

の米国債入札を控えて持ち高調整の売りも出て、上昇は限定的となった。 

午前の利回りは、30 年債が 3.85％（前日 3.87％）、10 年債が 2.81％（2.84％）、7 年

債が 2.18％（2.21％）、5 年債が 1.47％（1.49％）、3 年債が 0.61％（0.61％）、2 年

債が 0.30％（0.30％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

①イタリアの 7-9 月期 GDP 改定値は前期比横ばいとなった。速報値は前期比-0.1％、前

年同期比では-1.9％だった。イタリア国家統計局の発表によると、前年同期比では

-1.8％。輸出が前期比+0.7％となった一方、家計消費は-0.2％。改定値はイタリアのリ

セッションが終わったことを意味しないと、当局者は説明している。 

②英政府統計局が発表した 10 月の鉱工業生産指数は、前月比+0.4％となり 2 ヵ月連続

で増加した。前年同月比では+3.2％と、2011 年 1 月以来の大きな伸びとなった。10-12

月期に入ってからも景気回復の勢いが持続したことを示した。同時に発表された 10 月

の製造業生産指数も前月比+0.4％、前年同月比では+2.7％となった。 

 

3：00 

≪米財務省 3 年債入札≫  

最高落札利回り・・・・・0.631％（前回 0.644％） 

最低応札利回り・・・・・0.579％（前回 0.550％） 

最高利回り落札比率・・・68.71％（前回 85.86％） 

応札倍率・・・・・・・・3.55 倍（前回 3.46 倍） 

 

≪ 欧州債券市場 ≫ 

欧州債市場は、イタリアの鉱工業生産が増加したとから、債務危機の悪影響から回復

しつつあるとの楽観が強まり、イタリア国債が３営業日続伸となった。イタリア 10 年

債のドイツ国債に対する利回り上乗せ幅は縮小し、約 2 年ぶりの小幅になった。 

イタリア 10 年債利回りは、前日比 7bp 低下の 4.06％、スペイン国債利回りも 7bp 低

下の 4.02％となった。イタリア 10 年債のドイツ 10 年債に対するスプレッドは 7bp 縮小

の 222bp と、2011 年 7 月以来の小幅。スペイン 10 年債のスプレッドについては 9bp 縮

小の 218bp と、2011 年 6 月以降の最小となった。一方、ドイツ 10 年債利回りは 1.84％、

2 年債利回りは 1bp 低下の 0.22％となった。 

 

4：00 

ボルカー・ルール、米監督当局 5 機関すべてが採択。 
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4：40 

NY 金は、中心限月が前日比 26.90 ドル高の 1 オンス＝1261.10 ドルで取引を終了した。 

 

5：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.17 ドル高の 1 バレル＝98.51 ドルで取引を終了した。 

 

5：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ダービン上院院内幹事～記者団に語る 

・「財政協議でまだ合意ない」 

 

 

(出所：SBILM) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して下落したため、ドル建てに割安感が出て買いが優勢

となった。また、FOMC で量的緩和の縮小に着手するものの、縮小規模は小幅に限られる

との見方から、金を買い戻す動きも出た。終値ベースでは 11 月 19 日以来、3 週間ぶり

の高値水準となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

 

 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1261.10 +26.90 

NY 原油 98.51 +1.17 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、11 日に発表される米石油統計で原油在庫の減少が見込まれることから、供

給過剰への懸念が和らぎ、買いが優勢となった。終値ベースでは 10 月下旬以来、約 1

ヵ月半ぶりの高値水準となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 15973.13 -52.40 16029.06 15969.53 

S&P500 種 1802.62 -5.75 1808.52 1801.75 

ナスダック 4060.49 -8.26 4074.01 4056.49 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫  

米株式市場は、米国の主要経済指標の発表が無く、新規材料に乏しい中、やや軟調な展

開で始まった。日経平均株価や欧州主要株価が下落したことを背景に、終盤まで軟調な

展開が続いた。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、小動きながら軟調な展開

が続き、午後には一時前日比で 56 ドル安まで下げる場面もあった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 102.78 102.99 102.58 

EUR/JPY 141.43 141.82 141.28 

GBP/JPY 169.01 169.17 168.69 

AUD/JPY 94.09 94.22 96.86 
NZD/JPY 85.41 85.68 85.23 

EUR/USD 1.3763 1.3795 1.3749 

AUD/USD 0.9155 0.9168 0.9132 
(出所：SBILM) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表が無く、取引材料に乏しい中、ドル円・

クロス円は欧州市場の流れを受けて、軟調な展開で始まった。その後、値を戻す場面も

あったが、欧米の株価下落を背景に、再び軟調な動きとなった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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